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１．はじめに  

文部科学省「持続的な産学共同人材育成システム構築事

業」の一環として舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育セン

ター（iMec）が開設した「KOSEN 型産学共同人材育成シ

ステムの構築（KOSEN-REIM）」では、2021 年度に実務

家教員育成研修プログラム 1）を開講している。2 年目とな

る 2022 年度には 6 名の実務家が研修プログラムに参加し

た。その内、鋼橋チームの 3 名が鋼橋のインフラメンテナ

ンス導入講座を開発・実践した。ここでは開発した講座の

概要、特に参加・体験型授業について、高専生を対象とし

た講座の内容とその検証について報告する。 

２．カリキュラム開発  

 実務家の研修プログラムは全 6 回の講習会と事前学習

としての e ラーニング講座および事後課題の提出からな

り、第 5 回講習会が高専生を対象とした教育実習である。

鋼橋チームが担当した講習会概要を表-１に示す。 

実務家 3 名の経験を取り込んで、表-2 に示すような講

習会のカリキュラムを作成した。午前中に 3人の講師が講

義を担当し、午後に参加・体験型授業として iMec の実習

フィールドにある実物劣化部材を用いる内容である。なお、

教育実習に先立ち事前学習用 e ラーニング教材および講

習会テキストの作成を行った。 

参加・体験型授業のスケジュールを表-3 に示す。課題説

明は本館 4F の大会議室を使用し、実習フィールドまで移

動して 30 分間の実習活動、その後また大会議室に戻って

ワークシート作成と成果発表を行うこととした。 

３．到達目標  

 各講義の内容と到達目標を表-4 に示す。講義 1 は国土

交通省の松下先生が担当し、道路管理における維持管理の

重要性について、講義 2では瀧上工業の内田先生が鋼桁橋

の損傷事例と補修要領について、講義 3ではエルクコンサ

ルタントの夏秋先生が鋼床版の疲労損傷要因と対策につ

いて、それぞれ講義する内容である。 

参加・体験型授業では、劣化 3部材を選定・準備し、実

際に損傷を調査・計測・記録してまとめることとした。 
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４．カリキュラムの実施 

 講習会（教育実習）に際し、前日準備を行った。受講生

は事前申し込み時点では 13 名の予定だったので、4 名な

いし5名×3グループ編成でアイランド型の座席配置を準

備した。準備の最終段階で新型コロナ濃厚接触等により 5

名の欠席連絡があり、8 名を 3 グループに急遽変更した。 

写真-1 に講義状況を示す。教育実習 2 日間の初日とい

うこともあり、時間配分等に苦慮しながらも、午前中の 3

講義を何とか乗り切ったが、実務家教員としての講習で学

んだ教授法等が十分に活用できたとは言えない状況であ

った。準備と実践の繰返しが必要であると感じた。 

５．参加・体験型授業 

 午後からの参加・体験型授業は、あいにくの小雨の中、

各グループがそれぞれ 10 分間で劣化 3 部材を観察し、記

録した。写真-2 に学習対象とした劣化 3部材を示す。 

松下先生が余部鉄橋担当、内田先生が海軍橋担当、夏

秋先生が鋼床版担当とし、10 分ごとに回ってくる学生 3

グループに対応した。写真-3 に実習フィールドでの学習

状況を示す。 

実習フィールドでの作業終了後、会議室に戻りワークシ

ートの作成および成果発表をグループごとに行った。写真

-4 に成果発表状況を示す。 

６．学修効果の検証  

 受講者の到達度確認試験によると、平均点 42.5/70 点で

あり、講義 1と 3の正答率が 45％を下回っていた。参加・

体験型での発表に対するルーブリック評価は良好であっ

た。講師が意図した維持管理における予防保全の重要性は、

十分伝わったと感じた。 

７．私のミッション  

 実務家育成研修プログラムの最終回である第 6 回講座

で、改めて私のミッションを次のように再構築した。「イ

ンフラに携わる土木技術者を育成するために、安全と維持

管理の重要性を実体験として身に着けた私には、それを後

輩たちに伝える責務がある。」 

８．おわりに（謝辞） 

 講習会の準備から実施まで iMec 事務局の方々には大変

お世話になり、深甚の謝意を表します。なお、研修プログ

ラム終了生と iMec 事務局で JP-REIM ラボを立上げ予定で

ある。KOSEN-REIM は、文部科学省「持続可能な産学共同人

材育成システム構築事業」中核拠点の取組みである。 
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写真-1 講義状況（ガイダンス） 

写真-2 劣化３部材 

写真-3 実習フィールドでの学習状況 

写真-4 成果発表状況 
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